
３ ３群土器（図２８～４７，表１０，写真１３～１５）

本報告においては，慶應義塾大学民族学考古学研究室・上黒岩遺跡考古館・愛媛県歴史文化博物

館の西田栄資料・竹口渉氏の保管資料より３群土器（押型文）を抽出し，これらを層位ごとに掲載

している。総点数は２９０点であり，各所蔵先については，表１０に記載している。

本様式は，器面に押型文様を施す土器群である。器形は口縁部が外反もしくは外傾し，胴部が膨

らんでいる。口縁部が外反するものには柵状文と１～２段の押型文を施しているものが多く，外傾

するものには柵状文は無く，押型文のみが認められるものが多い。底部は尖底を呈し，平底となる

ものはみられない。文様は，主に山形文・楕円文・格子目文・綾杉文の４種類の文様があり，この

なかでは山形文と楕円文との占める割合が圧倒的に多い。

２層出土遺物（図２８―１）

２層からは１点の押型文土器が出土している。１は波状口縁を呈する土器と考えられる。文様は，

外面が外反する口縁部上端よりやや下がった位置から大型楕円文を斜位に施すものである。内面に

は右斜行の沈線が，間隔を密に二段で引かれている。

３層出土遺物（図２８―２・３）

第３層からは２点の押型文土器が出土している。２は口縁部であり，文様は楕円文を横位に施文

しており，口縁部上端と胴部付近には無文帯を有する。内面には左斜行の柵状文が施され，その下

位に横位の楕円文が施文される。３は胴部片であり，斜位の楕円文を施している。

４層（上部）出土遺物（図２８―４～６）

第４層上部からは３点の押型文土器が出土している。いずれも胴部片であり，文様は，４は横位

の山形文，５は横位の楕円文で無文帯を有し，６は斜位の楕円文が施文されている。

４層（下部）出土遺物（図２８―７～図３１―４５）

４層下部からは３９点の押型文土器が出土しており，その内訳は山形文１２点，楕円文１８点，山

形文と楕円文を併用した押型文５点，格子目文４点である。

７～１８は山形文を施すものである。７は口縁部が外反し，内外面に横位の山形文が施されるが，

外面は部分的にナデ消されている箇所がみられる。８は口縁部が外反し，内外面に横位の山形文を

施文し，内面には柵状文が施されている。９は口縁部が外傾し，内外面の口縁部直下から山形文が

施文されている。１０～１２は内面に押型文を施文していることから口縁部下位の部位である。１２は

山形文帯の間隔は，幅０．６cmの狭い無文帯を有する。１３～１８は胴部片であり，１３の内面には縦方

向に３条の擦痕が認められる。１７は無文帯を有し，帯状施文を呈する。

１９～３６は楕円文を施すものである。１９は内面にも押型文を施文していることから口縁部下位の

破片である。外面は縦位と横位の２方向から楕円文を施し，内面には横位の楕円文を施す。２０～３２

は胴部片である。２０・２５・２６には無文帯を有する。３３～３６は遺物の状態から底部に近い部位と考

えられる。

３７～４０は格子目文を横位に施すものである。３７は口縁部がほぼ直行するもので，口唇部は狭い

平坦面を有する。外面は口縁部直下から横位の格子目文を施文し，内面には左斜行の刻目を施し，

その下位に一段の格子目文を施している。３８～４０は胴部片である。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

64



４１～４５は山形文と楕円文を併用して横位に施すものであり，各文様間に無文帯を有しており，

帯状施文となっている。４１は口縁部がやや外反する。外面は口縁部直下から横位の山形文を施し，

無文部を挟んで横位の楕円文を施文しており，それぞれ一段ずつである。内面には口縁部直下に横

位の山形文を一段施している。４２は内面に押型文を施文していることから口縁部下位の部位であ

る。外面は無文帯を挟んで横位の山形文と楕円文を施し，内面には山形文を施す。４３～４５は胴部

片である。４４は残存状態から，無文帯に挟まれた楕円文を単独でしか確認できないが，胎土や文

様の形態などから同一型式の範疇と考えたい。４５は無文帯を挟んで山形文と楕円文を一段ずつ施

文している。押型文様から原体を復元すると，山形文と楕円文ともに長さ２．４cmを測る。各文様

については山形文が３条，楕円文が４条となる。

４層出土遺物（図３１―４６～図３６―１２６）

４層出土のもので上部と下部の出土情報が明確でない押型文土器である。８１点の押型文土器が

出土しており，その内訳は山形文１９点，楕円文４６点，山形文と楕円文を併用した押型文１０点，

格子目文４点，綾杉文２点である。

４６～６４は山形文を施すものである。４６は口縁部が外傾し，口唇部は先細り気味である。文様は，

口縁部上端よりやや下がった位置から横位の山形文を施す。内面には口縁部直下に横位の山形文を

一段施している。４７・６０は内面に押型文を施文していることから口縁部下位の部位である。４７は

内外面に横位の山形文を施しており，外面には無文帯を有する。６０は間のびした緩やかな山形文

を，外面が縦位で，内面を横位で施文している。４８～６４は胴部片である。４９・５５・５６は横位の山

形文が施文されており，部分的にナデ消されている箇所がある。５９は間のびした山形文を横位に

施す。６４は横位の山形文を施すが，胴部下半は斜位となっており，口縁部側より文様を施したと

考えられる。

６５～１１０は楕円文を施すものである。６５は口縁部が外反し，口唇部は丸みを帯びる。文様は，外

面の口縁部直下を無文帯にして斜位の楕円文を施し，内面には横位の楕円文が施文され，その上か

ら長さ約３cmの柵状文が施されている。６９は口縁部が外反し，口縁部上端より下がった位置から

縦位ないし斜位の楕円文を施す。内面には柵状文が施され，その下位に横位の楕円文が施文される。

口縁部には補修孔があり，両面からの円穿孔である。７０は口縁部が外傾し，口唇部は先細りを呈

する。文様は，内外面に横位の楕円文を施文し，内面には刻みを施している。６６～６８は内面に柵

状文が認められることから口縁部付近の部位である。６６は口縁部が外反し，文様は外面に斜位の

楕円文を施し，内面には左斜行の柵状文が施され，その下位に横位の楕円文が施文される。６７・６８

は外面に斜位の楕円文を施し，内面には右斜行の柵状文が施されている。７１～７５は内面に押型文

が認められることから口縁部下位の部位である。７１は外面に斜位の楕円文を施す。内面には横位

の楕円文を施文し，その下位には擦痕が残されている。７６～１１０は胴部片であり，縦位ないし斜位

の方向で押型文が施文されている。７９は器厚が厚手のものであり，外面には縦位の大型楕円文が

施文されている。９４は横位の楕円文を施文しているが，広い範囲でナデ消されている箇所がみら

れる。１１０は遺物の状態から底部に近い部位と考えられる。

１１１～１２０は山形文と楕円文を併用して横位に施すものである。文様間に無文帯を有し，帯状施

文を呈するものが多い。押型文様から原体を復元すると，山形文と楕円文ともに長さ２．２cmを測

第 3部 出土遺物
第 1章 土器

65



る。１段内の文様は，山形文が３条，楕円文が４条である。１１１は口縁部が外傾し，口唇部は丸み

を帯びる。口縁部直下より横位の山形文を施し，その下位に横位の楕円文を施文するが，無文帯は

ほとんど認められない。１１２は口縁部が外傾し，口唇部は先細り気味である。内外面に横位の山形

文を施し，外面はその下位に幅狭の無文帯を有する。１１３～１２０は胴部片である。１１４は内面上端に

山形文が認められることから口縁部下位の部位である。１１６～１２０は残存状態から楕円文単独でし

か確認できないものもあるが，胎土や文様の形態などから同一型式の範疇として考えたい。

１２１～１２４は格子目文を横位に施すものである。１２１・１２２は口縁部が外傾し，口唇部は丸みを帯

びる。文様は，口縁部上端よりやや下がった位置から横位の格子目文を施す。内面には横位の格子

目文が施文され，その上から刻目が施されている。

１２５・１２６は綾杉文を横位に施すものである。いずれも胴部片であり，１２５には幅２．０cmの無文

帯を有し，帯状施文を呈している。

４層（人骨周辺）出土遺物（図３６―１２７～図４２―２１１）

Ａ区４層で検出された人骨周辺で出土した押型文土器である。８５点の押型文土器が出土してお

り，その内訳は山形文２２点，楕円文４２点，山形文と楕円文を併用した押型文２０点，格子目文１

点である。

１２７～１４８は山形文を施すものである。１２７は口縁部がやや外反し，口唇部は平坦面を有する。文

様は，口縁部上端よりやや下がった位置から横位の山形文を施し，最上部の山形文を１条残した状

態で帯状にナデ消し，無文帯を作り出している。内面は横位の山形文を施し，刻目や柵状文は認め

られない。１２８は口縁部が外傾し，口唇部は丸みを帯びる。文様は口縁部上端より下がった位置か

ら横位の山形文を施し，部分的にナデ消している。内面は横位の山形文を施文し，その上から刻目

を施している。１２９～１３１は口縁部が外傾し，口唇部は丸みを帯びている。口縁部上端よりやや下

がった位置から横位の山形文を施している。内面には刻目が施され，その下位には横位の山形文が

施文される。１３２は内面に押型文を施文していることから口縁部下位の部位である。内外面に山形

文を施文しているが，外面にはナデ消しによって無文部の箇所が認められる。１３３～１４８は胴部片

であり，施文方向は横位を基本としたものである。１４１・１４２・１４３・１４８は部分的なナデ消しによ

る無文部の箇所が認められる。

１４９～１９０は楕円文を施すものである。１４９は口縁部が外反し，口唇部は丸みを帯びる。文様は斜

位の楕円文を施している。内面は斜位の楕円文を施し，その上から柵状文が二段に施文されている。

１５０は口縁部が外傾し，口縁部上端より下がった位置から横位の楕円文を施される。内面は左斜行

の刻目が施され，その下位に横位の楕円文が施文される。１５１は口縁部が外反し，口唇部は平坦面

を有する。文様は，口縁部上端より下がった位置から縦位ないし斜位の楕円文を施文する。内面は

横位の楕円文を施し，その上から右斜行の柵状文を施している。１５２・１５３は内面に柵状文がみら

れることから口縁部付近の部位である。文様は，斜位ないし横位の楕円文を施文し，内面の柵状文

の方向は，１５２が右斜行，１５３が左斜行を呈する。１５６～１８５は胴部片である。１５４・１５５・１６０は内

面にも押型文が認められることから口縁部下位の部位である。文様は，縦位ないし斜位の不規則な

施文方向の楕円文を施し，内面は横位の楕円文が施されている。１５６は内面に楕円文の原体を回転

させることなく，押し付けた状態で文様を施している。１５８は横位の楕円文を施しているが，ナデ
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消しによる無文部が認められる。１６７・１７６は無文帯を有し，帯状施文を呈する。１８７は口縁部が外

反し，口唇部は広い平坦面を有する。器厚は厚手のものであり，文様は，口縁部上端より下がった

位置から斜位の大型楕円文を施す。１８８は口唇部が丸みを帯び，大型楕円文を施文する。内面には

沈線を施している。１８６・１８９は遺物の状態から底部付近の部位と考えられる。１９０は底部であり広

角の尖底を呈する。外面は横位ないし斜位の不規則な施文方向の楕円文を施し，内面はナデ調整で

ある。

１９１～２１０は山形文と楕円文を併用して横位に施すものである。文様間に無文帯を有し，帯状施

文を呈するものと，無文帯のない密接に施文されたものに大別できる。前者が１９１～２００，２０３～

２１０，後者は２０１・２０２が該当する。押型文様にも違いがみてとれ，前者に比べて後者の山形文はや

や鋭角であり，楕円文についても前者が円形に近い形状であるのに対して，後者は米粒状を呈する。

無文帯を有する資料の押型文様から原体を復元すると，山形文と楕円文ともに長さ２．２cmを測る。

文様は，山形文が３条，楕円文が４条である。１９１～１９４は同一個体の可能性が考えられる。口縁

部は外傾し，口唇部はやや先細りを呈する。口縁部直下より横位の山形文を施し，その下位に横位

の楕円文を施文する。文様間の無文帯は幅の狭いものである。内面は横位の山形文を１段施してい

る。１９５～２１０は胴部片であり，なかには残存状態から山形文や楕円文が単独でしか確認できない

ものもあるが，胎土や文様の形態などから同一型式の範疇として考えたい。

２１１は格子目文を横位に施文するものである。確認できる範囲で，外面は２段，内面は１段の格

子目押型文を施文している。さらに内面には，その上から左斜行の刻目を施している。

６層出土遺物（図４３―２１２）

６層からは１点の押型文土器が出土している。２１２は内面に押型文を施文していることから口縁

部下位の部位である。内外面に横位の山形文が施文されている。

９－２層出土遺物（図４３―２１３）

９－２層からは１点の押型文土器が出土している。２１３は内面に押型文を施文していることから

口縁部下位の部位である。内外面に横位の山形文が施文されている。

出土地不明・撹乱層の遺物（図４３―２１４～図４７―２９０）

出土地不明もしくは撹乱層から出土した押型文土器である。７７点の押型文土器を掲載しており，

その内訳は山形文４１点，楕円文２８点，山形文と楕円文を併用した押型文４点，格子目文４点である。

２１４～２５４は山形文を施すものである。２１４～２１６は口縁部が外傾し，口唇部は丸みを帯びている。

文様は，内外面に横位の山形文を施しているが，２１６の外面は無文である。いずれも刻目や柵状文

は認められない。２１７・２１８は口縁部がやや外反し，文様は，内外面に横位の山形文を施し，内面

にはその上から左斜行の刻目を施す。２１９～２５３は胴部片であり，横位を基本とした山形文を施文

している。２１９～２２３については内面に押型文が認められることから口縁部下位の部位である。

２２５・２２６・２３０・２３２・２３６・２３７は部分的なナデ消しによる無文部が認められる。２５２は間のびした

山形文を横位に施す。２５３は間のびした山形文を縦位に施すものであり，穂谷式段階に位置づけら

れる。２５４は底部であり尖底を呈する。外面は斜位の山形文を施し，内面はナデ調整である。

２５５～２８１は楕円文を施すものである。２５５は波状口縁を呈する土器と考えられる。口縁部は外反

し，口唇部は先細りを呈する。文様は，口縁部上端より下がった位置から横位ないし縦位の楕円文
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を施している。内面は横位の楕円文を施文し，その上から長さ約３．４cmの柵状文を施す。楕円文

の下位は横方向のナデ調整が施される。口縁部には補修孔があり，両面からの円穿孔である。

２５６・２５７は口縁部が外反し，口唇部は丸みを帯びる。文様は，口縁部上端よりやや下がった位置

から横位の楕円文を施文する。内面は横位の楕円文を施し，その上から左斜行の柵状文を施してい

る。２５８・２５９は口縁部が外傾し，内外面に横位の楕円文を施文している。内面には右斜行の刻目

を施している。２６０～２７６は胴部片であるが，２６０～２６３については内面に押型文が認められること

から口縁部下位の部位である。２６１は内外面に楕円文を施すが，楕円文の形状に違いがみられる。

２６３は外面に楕円文，内面に山形文を施す。２６０・２６４・２６６には部分的なナデ消しによる無文部が

確認できる。２７７～２８１は縦位ないし斜位の大型楕円文が施文されている。２７７は口縁部が外反し，

口唇部は広い平坦面を有する。２７８は口縁部が外反し，器厚は１．０cmを越える厚手のものである。

外面には斜位の大型楕円文を施し，内面には斜行沈線が施されている。

２８２～２８５は横位の山形文と楕円文を併用して施文したものである。文様間に無文帯はなく密接

に施文されている。２８２は口縁部が外反し，文様は，口縁部上端よりやや下がった位置から横位の

山形文と楕円文を交互に施文している。山形文帯の幅が４．８cmに対し，楕円文帯の幅は２．６cmと

狭い。内面には横位の山形文を施文し，その上から左斜行の刻目を施している。２８３～２８５は胴部

片である。２８３は内面に山形文が認められることから口縁部下位の部位である。

２８６～２８９は横位の格子目文を施すものである。２８６は口縁部が外反し，口唇部は丸みを帯びる。

文様は，外面が大きく剥落しており，わずかに横位の格子目文が確認できる。内面は横位の格子目

文を１段施文し，その上から左斜行の刻目を施している。２８７～２８９は胴部片である。２８７は内面に

も格子目文が認められることから口縁部下位の部位である。

２９０は口縁部が外反し，口唇部は丸みを帯びる。外面はナデ調整を施した無文であり，内面は口

縁部直下より一段の楕円文を横位に施文している。

（兵頭 勲）
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

１ 灰褐色 良 石英 口縁
外・大型楕円文，内・

斜行沈線
Ｂ ２ 波状口縁 Ｋ №無 １２８

２
外・灰黄褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ―４ ３ Ｋ �―８０ ２

３
外・暗褐色，内・

灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ３ Ｋ �―８０ ７９

４
外・黒褐色，内・

灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４上 Ｋ �―６３ １７４

５
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４上 Ｋ �―６３ ２８

６ 赤褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４上 Ｋ �―６３ ６７

７ にぶい褐色 良 石英 口縁 山形文 Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ １４２

８ にぶい黄褐色 良 石英 口縁
外・山形文，内・山形

文＋柵状文
Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ １４５

９ 橙色 良 石英 口縁 山形文 Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ ２１０

１０ にぶい黄褐色 良 石英 口縁付近 山形文 Ａ ４下 Ｋ �―２２ １５６

１１ にぶい黄橙色 良 石英 口縁付近 山形文 Ａ ４下 Ｋ �―２２ １５５

１２
外・黒褐色，内・

灰褐色
良 石英 口縁付近 山形文 Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２２４

１３
外・にぶい褐色，

内・褐灰色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―３ ４下

内面スス

付着
Ｋ �―７７ １６０

１４
外・明赤褐色，

内・にぶい褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ １９２

１５ にぶい褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ １９３

１６ 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４下 Ｍ ― １７１

１７
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ １８６

１８ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ２００

１９ 明黄褐色 良 石英 口縁付近 楕円文 Ａ ４下 Ｋ �―２２ ５５

２０
外・灰褐色，にぶ

い橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ １０

２１
外・にぶい黄橙色，

内・橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ IN―７７ １２

２２ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ ６９

２３ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ １３７

２４
外・にぶい黄褐色，

内・明赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ６４

２５
外・にぶい褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ４５

２６
外・褐灰色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ ３９

２７
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ６５

２８
外・にぶい黄褐色，

内・明赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ８９

２９
外・灰黄褐色，

内・明赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ６６

３０
外・灰黄褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ １３６

３１ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ９１

３２ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ９６

表１０ ３群土器観察表
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

３３ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ ６３

３４
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ １０９

３５ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４下 Ｋ �―２２ １０７

３６ 赤褐色 良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ １１３

３７
外・明赤褐色，

内・褐灰色
良 石英 口縁

外・格子目文，内・格

子目文＋柵状文
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２５３

３８
外・にぶい橙色，

内・褐灰色
良 石英 胴部

外・格子目文，内・ナ

デ
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２５９

３９ にぶい褐色 良 石英 胴部
外・格子目文，内・ナ

デ
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２６１

４０ 灰黄褐色 良 石英 胴部
外・格子目文，内・ナ

デ
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２５８

４１ にぶい橙色 良 石英 口縁
外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２３４

４２ にぶい橙色 良 石英 口縁付近
外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２３６

４３
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ ２４３

４４
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４下 Ｋ �―６５ ２６

４５
外・明赤褐色，

内・にぶい褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ―３ ４下 Ｋ �―７７ ２３７

４６
外・にぶい橙色，

内・黒褐色
良 石英 口縁 山形文 Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２１１

４７
外・にぶい褐色，

内・明褐色
良 石英 口縁付近 山形文 Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １４７

４８ 灰褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２１３

４９
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ １６２

５０ 明赤褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １５８

５１ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １７２

５２ 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ２７１

５３
外・にぶい褐色，

内・明褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―６８ １６１

５４ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ １８１

５５
外・黒褐色，内・

にぶい赤褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２０６

５６ 橙色 良
金雲母・石

英
胴部 外・山形文，内・ナデ Ｂ ４

内面スス

付着
Ｋ �―１２ ２２６

５７ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２１６

５８ にぶい褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ２６７

５９ にぶい褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―２ ４ ミミズ Ｋ �―７２ ２２８

６０
外・褐色，内・灰

褐色
良 石英 口縁付近 山形文 Ａ―２ ４ ミミズ Ｋ �―７２ ２２９

６１ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １８２

６２ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ １７９

６３ 褐灰色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ １９７

６４ 褐色 良 石英 底部付近 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２０１

６５
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ４８
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

６６
外・褐灰色，内・

にぶい橙色
良 石英 口縁付近

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ ４ Ｋ �―２６ ５２

６７
外・褐灰色，内・

にぶい橙色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・柵状

文
Ａ ４ Ｋ �―２６ １１８

６８
外・褐灰色，内・

にぶい橙色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・柵状

文
Ａ ４ Ｋ �―２６ １１７

６９
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ｂ ４ ８２ Ｍ ― ５０

７０
外・橙色，内・灰

褐色
良

金雲母・石

英
口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ｂ ４ Ｋ �―１２ ４３

７１ 灰黄褐色 良
石英・砂粒

多く含む
口縁付近

外・楕円文，内・楕円

文＋擦痕
Ａ ４ Ｋ �―２６ ５９

７２ にぶい黄褐色 良 石英 口縁付近 楕円文 Ａ―４ ４ Ｋ �―８１ ５６

７３
外・灰褐色，にぶ

い橙色
良 石英 口縁付近 楕円文 Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ４

７４ 褐灰色 良 石英 口縁付近 楕円文 Ａ ４ Ｋ �―５６ １２９

７５ 明赤褐色 良 長石 口縁付近 楕円文 Ａ ４ Ｋ �―２６ ５３

７６ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １３３

７７
外・にぶい黄褐色，

内・灰褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ ７１

７８
外・灰褐色，内・

褐灰色
良 長石 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ ７４

７９
外・橙色，内・褐

灰色
良 石英 胴部

外・大型楕円文，内・

ナデ
Ａ ４ Ｋ �―５６ １４０

８０ 明赤褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ １２２

８１
外・にぶい赤褐色，

内・灰色
良 砂礫・石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １２５

８２
外・にぶい黄褐色，

内・橙色
良 石英・雲母 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ２６９

８３
外・灰 黄 褐 色，

内・にぶい黄橙色
良

砂礫，繊維

微量
胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １２４

８４ 灰褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ １３２

８５
外・橙色，内・に

ぶい褐色
良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １０８

８６ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ８４

８７
外・灰黄色，内・

黄灰色
良

石英多く含

む
胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ ９２

８８
外・灰褐色，内・

明赤褐色

やや

良
砂礫・石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ ６８

８９ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １０２

９０
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４ Ｋ �―２５ ９９

９１
外・褐灰色，内・

黒褐色
良 長石 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １３５

９２ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ８５

９３ にぶい橙色 良
白砂・石英

多く含む
胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ １００

９４
外・にぶい褐色，

内・褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ８

９５ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―２６ ６０

９６
外・黒褐色，内・

灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ８３
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

９７
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ３８

９８ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ９４

９９ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４ Ｋ �―８１ ２７０

１００ 灰褐色 良
金雲母・石

英
胴部

外・楕円文，内・ナデ

＋条痕
Ａ ４ Ｋ �―２６ ９８

１０１
外・褐色，内・明

赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ １０３

１０２
外・暗褐色，内・

黒褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ８７

１０３
外・黒褐色，内・

褐灰色
良 石英・雲母 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ４４

１０４ 灰褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １０５

１０５
外・にぶい褐色，

内・明褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４ Ｋ �―６４ ７８

１０６
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―３ ４ Ｋ �―２５ ７６

１０７ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １３０

１０８
外・黒褐色，内・

灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ８８

１０９
外・にぶい黄褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ８１

１１０
外・橙色，内・明

褐色
良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ １１１

１１１
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２３０

１１２
外・にぶい褐色，

内・灰褐色
良 石英 口縁

外・山 形 文＋？文，

内・山形文
Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２０８

１１３
外・にぶい黄褐色，

内・灰褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２３９

１１４
外・にぶい褐色，

内・灰褐色
良 石英 口縁付近

外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２３５

１１５
外・明赤褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２４１

１１６ 明赤褐色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２４７

１１７ にぶい黄橙色 良 石英 胴部
外・楕円文＋ナデ，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２５

１１８
外・にぶい褐色，

内・灰褐色
良 石英 胴部

外・楕円文＋ナデ，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ２７

１１９
外・黒褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部

外・楕円文＋ナデ，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ １６

１２０
外・にぶい赤褐色，

内・にぶい褐色
良 石英 胴部

外・楕円文＋ナデ，

内・ナデ
Ａ―１ ４ Ｋ �―６８ ３３

１２１ 灰黄褐色 良 石英 口縁
外・格子目文，内・格

子目文＋柵状文
Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ２５４

１２２ 灰褐色 良 石英 口縁
外・格子目文，内・格

子目文＋柵状文
Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２５５

１２３
外・にぶい黄褐色，

内・灰褐色
良 石英 胴部

外・格子目文，内・ナ

デ
Ａ―２ ４ Ｋ �―７２ ２６８

１２４
外・にぶい褐色，

内・褐灰色
良 石英 胴部

外・格子目文，内・ナ

デ
Ａ拡 ４ Ｋ �―６４ ２６２

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

92



図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

１２５ にぶい黄橙色 良 石英 胴部
外・綾杉文＋ナデ，

内・ナデ
Ｂ ４ Ｋ �―１２ ２６３

１２６ にぶい褐色 良 石英 胴部 外・綾杉文，外・ナデ Ｂ ４ Ｋ �―１２ ２６４

１２７
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁 山形文＋ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１ １４１

１２８ にぶい褐色 良 石英 口縁
外・山形文＋ナデ，

内・山形文＋柵状文
Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １４３

１２９
外・明赤褐色，

内・にぶい赤褐色
良 石英 口縁

外・山形文，内・山形

文＋柵状文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １４４

１３０ にぶい黄橙色 良 石英 口縁
外・山形文，内・山形

文＋柵状文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２２３

１３１
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁

外・山形文，内・山形

文＋柵状文
Ａ拡 ４―人 ７２ Ｋ �―６７ ２２２

１３２
外・褐色，内・に

ぶい赤褐色
良 石英 口縁付近

外・山形文，内・山形

文＋ナデ
Ａ拡 ４―人 ７３ Ｋ �―６７ １４８

１３３
外・にぶい橙色，

内・黒色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２１９

１３４ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―２０ １９６

１３５ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ １８７

１３６ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１ １５７

１３７
外・橙色，内・に

ぶい橙色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １８８

１３８
外・にぶい橙色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １５９

１３９ 灰褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １９１

１４０ 橙色
やや

良

石英・金雲

母
胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―２０ ２９１

１４１
外・にぶい橙色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １６３

１４２ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２０２

１４３
外・にぶい黄橙色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１ １８０

１４４
外・灰褐色，内・

褐灰色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２２０

１４５
外・にぶい黄褐色，

内・褐灰色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２１８

１４６ 褐灰色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２２１

１４７
外・灰褐色，内・

褐灰色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２１４

１４８
外・にぶい黄橙色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １６７

１４９ にぶい橙色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ ４―人 Ｋ �―１ ４９

１５０
外・黒褐色，内・

灰褐色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ３

１５１
外・灰褐色，内・

にぶい橙色
良 石英 口縁

外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １１５

１５２ 橙色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・柵状

文
Ａ ４―人 Ｋ �―１ １１６

１５３ 灰褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・柵状

文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ １１９

１５４
外・明赤褐色，

内・橙色
良 石英 口縁付近

外・楕円文，内・楕円

文＋ナデ
Ａ ４―人 Ｋ �―１ １２０
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１５５
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁付近

外・楕円文，内・楕円

文＋条痕＋ナデ
Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ ５８

１５６
外・灰褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部

外・楕円文，内・楕円

文（無回転）
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ７

１５７ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 ７７ Ｋ �―６７ ９

１５８
外・灰褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １１

１５９ にぶい橙色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２２

１６０
外・暗褐色，内・

黒褐色
良 石英 口縁付近

外・楕円文，内・楕円

文＋ナデ
Ａ ４―人 Ｋ �―１ ５１

１６１ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ６１

１６２ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ６２

１６３
外・明赤褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１２ ４７

１６４
外・橙色，内・暗

灰黄色
良

金雲母・石

英
胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―２０ ４６

１６５ にぶい橙色 良
金雲母・石

英
胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―２０ １２６

１６６
外・灰黄褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １３１

１６７
外・にぶい褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１ １７

１６８
外・にぶい赤褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １９

１６９ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １３４

１７０
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １２７

１７１ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ７７

１７２ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ７２

１７３
外・にぶい褐色，

内・橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １２１

１７４ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １２３

１７５ 灰褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ４０

１７６
外・黒褐色，内・

灰黄褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １３

１７７
外・にぶい赤褐色，

内・灰褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２０

１７８ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ７５

１７９
外・明褐色，内・

明赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ ４―人 Ｋ �―１ ９３

１８０
外・にぶい黄橙色，

内・赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ８２

１８１ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １０１

１８２
外・黒褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １０６

１８３
外・暗赤褐色，

内・にぶい赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ８０

１８４
外・にぶい褐色，

内・明赤褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ １０４

１８５
外・にぶい黄橙色，

内・にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ―４ ４―人 Ｋ �―２７ ２３
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

１８６
外・暗赤褐色，

内・にぶい赤褐色
良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ

４―人
Ｋ �―１ １１０

１８７
外・にぶい橙色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・大型楕円文，内・

ナデ
Ａ ４―人 Ｋ �―２０ １３８

１８８ 黒褐色 良 石英 口縁
外・大型楕円文，内・

沈線
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２７２

１８９ にぶい黄褐色 良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ １１２

１９０
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 底部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ １１４

１９１
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁

外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２３１

１９２
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁 山形文 Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２０７

１９３ にぶい橙色 良 石英 口縁
外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２３３

１９４ にぶい橙色 良 石英 口縁
外・山形文＋楕円文，

内・山形文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２３２

１９５
外・にぶい赤褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２３８

１９６
外・にぶい赤褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２４２

１９７ 褐灰色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２４０

１９８
外・にぶい褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２４５

１９９ にぶい褐色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ２４６

２００
外・にぶい褐色，

内・褐灰色
良 長石・石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ ４―人 Ｋ �―２０ ２４４

２０１ 灰黄褐色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２４９

２０２
外・褐色，内・灰

褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２５１

２０３ にぶい橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２１５

２０４ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２９

２０５
外・にぶい赤褐色，

内・褐灰色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ３１

２０６
外・黒褐色，内・

褐灰色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ３０

２０７
外・にぶい橙色，

内・橙色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ３２

２０８
外・灰褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ３４

２０９ 黒褐色 良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ３５

２１０
外・にぶい赤褐色，

内・褐灰色
良 石英 胴部 外・楕円文，内・ナデ Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６６ ３７

２１１
外・にぶい褐色，

内・褐灰色
良 石英 口縁

外・格子目文，内・格

子目＋柵状文
Ａ拡 ４―人 Ｋ �―６７ ２５２

２１２ 灰黄褐色 良 石英 口縁付近 山形文 Ｃ ６ Ｋ �―３３ １５１

２１３
外・にぶい黄橙色，

内・にぶい黄褐色
良 石英 口縁付近 山形文 Ｂ ９―２ Ｋ �―９６ １５０

２１４
外・にぶい褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁 山形文 Ｂ 撹・不 Ｋ �―８７ ２０９
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

２１５ 黄褐色 良 石英・雲母 口縁 山形文 ― 撹・不 Ｔ ― ２７４

２１６ 黒褐色 良 雲母 口縁 外・ナデ，内・山形文 ― 撹・不 Ｔ ― ２７５

２１７
外・にぶい黄橙色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・山形文，内・山形

文＋柵状文
― 撹・不 Ｋ №無 １４６

２１８ 灰黄褐色 良 石英 口縁
外・山形文，内・山形

文＋柵状文
― 撹・不 Ｅ ― ２８２

２１９
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁付近 山形文 ― 撹・不 Ｋ №無 ２１２

２２０
外・にぶい褐色，

内・灰褐色
良 石英 口縁付近 山形文 ― 撹・不 Ｋ №無 １５２

２２１
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい橙色
良 石英 口縁付近 山形文 ― 撹・不 Ｋ №無 １５４

２２２ にぶい黄橙色 良 石英 口縁付近 山形文 ― 撹・不 Ｋ №無 １４９

２２３ にぶい黄褐色 良 石英 口縁付近 山形文 ― 撹・不 Ｋ №無 １５３

２２４
外・橙色，内・に

ぶい黄橙色
良 長石・石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ｃ拡 撹・不 Ｋ �―２１ １６９

２２５ にぶい灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２７６

２２６ 黒褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２７８

２２７ 黒褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２８１

２２８
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２８３

２２９ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ｂ 撹・不 Ｋ �―８７ １８９

２３０
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １６４

２３１ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｍ ― ２２５

２３２
外・にぶい黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １９５

２３３
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １９０

２３４
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ２０３

２３５ 灰黒褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｍ ― ２０５

２３６
外・灰褐色，内・

にぶい褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ２０４

２３７
外・灰褐色，内・

明赤褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １６５

２３８ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １７３

２３９
外・明褐色，内・

黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １６６

２４０ 黒褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １７８

２４１ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １８４

２４２ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １８３

２４３
外・明褐色，内・

黒褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １８５

２４４ 灰褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １９４

２４５ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １６８

２４６ にぶい褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ａ―３ 撹・不 Ｋ �―７６ １７０

２４７ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １７５

２４８ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ �―１ １７６

２４９
外・褐色，内・に

ぶい黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １７７
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２５０ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ２１７

２５１
外・にぶい黄橙色，

内・にぶい橙色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １９８

２５２ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ｂ 撹・不 ミミズ Ｋ �―８７ ２２７

２５３ 赤褐色 良
白色粒・石

英
胴部

外・山形文（縦位），

内・ナデ
― 撹・不 穂谷式 Ｍ ― ２７３

２５４
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 底部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２８６

２５５ 灰褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
撹・不 Ｍ ２９２

２５６ にぶい黄褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
― 撹・不 Ｅ ― ２８０

２５７ にぶい黄褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋柵状文
― 撹・不 Ｍ ― １

２５８ 灰黄褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋刻み
― 撹・不 Ｋ №無 ４１

２５９ 灰黄褐色 良 石英 口縁
外・楕円文，内・楕円

文＋刻み
― 撹・不 Ｋ №無 ４２

２６０
外・黒褐色，内・

にぶい赤褐色
良 石英 口縁付近 楕円文 ― 撹・不 Ｍ ― ６

２６１ 橙色 良 石英 口縁付近 楕円文 ― 撹・不 Ｋ №無 ５４

２６２ 灰黄褐色 良 石英 口縁付近 楕円文 ― 撹・不 Ｋ IN―１ ５７

２６３ 灰黄褐色 良 石英 口縁付近
外・楕円文，内・山形

文
― 撹・不 Ｋ №無 ５

２６４ 灰褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｅ ― ２８４

２６５ 灰黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ �―１ ７０

２６６ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １５

２６７
外・にぶい黄褐色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １４

２６８ 明赤褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ９５

２６９
外・にぶい黄橙色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ｂ 撹・不 Ｋ �―８７ ３６

２７０ 灰褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｍ ― ２１

２７１
外・橙色，内・に

ぶい黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 １８

２７２
外・にぶい黄褐色，

内・灰黄褐色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ２４

２７３
外・にぶい褐色，

内・明褐灰色
良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ �―２ ７３

２７４ にぶい黄橙色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ №無 ９７

２７５ 黒褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ ― 撹・不 Ｋ �―２ ９０

２７６ にぶい黄褐色 良 石英 胴部 外・山形文，内・ナデ Ｂ 撹・不 Ｋ �―８７ ８６

２７７ にぶい黄褐色 良 石英 口縁
外・大型楕円文，内・

ナデ
― 撹・不 Ｋ �―１ １３９

２７８ にぶい黄褐色 良 石英 胴部
外・大型楕円文，内・

沈線
― 撹・不 Ｅ ― ２８７

２７９ にぶい黄褐色 良 石英 胴部
外・大型楕円文，内・

ナデ
― 撹・不 Ｅ ― ２８８

２８０ 灰黄褐色 良 石英 胴部
外・大型楕円文，内・

ナデ
― 撹・不 Ｅ ― ２８９

２８１ 灰黄褐色 良 石英 胴部
外・大型楕円文，内・

ナデ
― 撹・不 Ｅ ― ２９０
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図№ 色 調 焼成 内容物 部 位 成形・調整・文様 区 層位 写真№ 備 考 所蔵 箱№ 整理№

２８２
外・にぶい黄褐色，

内・黒褐色
良 石英 口縁

外・山形文＋楕円文，

内・山形文＋柵状文
― 撹・不 ８１ Ｍ ― ２４８

２８３ にぶい黄褐色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・山形文
― 撹・不 Ｅ ― ２７９

２８４
外・にぶい黄褐色，

内・黒褐色
良 石英 胴部

外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
― 撹・不 Ｋ №無 ２５０

２８５ にぶい黄褐色 良 石英 胴部
外・山形文＋楕円文，

内・ナデ
― 撹・不 Ｅ ― ２８５

２８６
外・にぶい黄褐色，

内・灰黄褐色
良

金雲母・長

石
口縁

外・格子目文，内・格

子目文＋柵状文
Ｃ拡 撹・不 Ｋ �―２１ ２６６

２８７
外・灰黄褐色，

内・にぶい黄橙色
良 石英 口縁付近 格子目文 Ａ―３ 撹・不 Ｋ �―７６ ２５６

２８８
外・にぶい橙色，

内・黒褐色
良 石英 胴部

外・格子目文，内・ナ

デ
― 撹・不 Ｋ �―１ ２６０

２８９ にぶい黄橙色 良 石英 胴部
外・格子目文，内・ナ

デ
― 撹・不 Ｋ №無 ２５７

２９０ 黒褐色 良 石英 口縁
外・ナデ，内・楕円文

＋ナデ
― 撹・不 Ｋ №無 ２６５

層位：４―人は４層人骨周辺，撹・不は撹乱・不明

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

98


